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論文審査の要旨 

 

経動脈化学塞栓療法（TACE）の主要な合併症として肝膿瘍が知られている。本研究

は、TACE における予防的抗菌薬の使用と TACE 後の肝膿瘍発生との関連を解析するこ

とを目的とした。Diagnosis Procedure Combination データベースを用いて TACE を受けた

患者を同定し、予防的抗菌薬投与群と抗菌薬非投与群の 2 群で TACE 後 30 日以内の経

皮的肝膿瘍ドレナージなど治療的処置の必要性を比較した。マッチした 29,211 組におい

て肝膿瘍患者の割合は抗菌薬投与群の方が非投与群よりも低く、TACE 処置時の予防的

な抗菌薬の使用は、治療的処置を必要とする肝膿瘍の減少と関連することを明らかにし

た。 

公聴会では、予防的抗菌薬の対象薬剤の選定理由に関する質問があり、抗菌スペク

トラムは異なるものの各種ガイドラインから本邦で適正とされる抗菌薬を選択したこ

とを説明した。また、この研究結果をもって TACE 時には予防的抗菌薬投与が必要と考

えるかとの質問に対して、全て必須とまでは考えないが、予防的抗菌薬投与により肝膿

瘍の発生を低下させることが実証できたことは意義があり投与する価値があることを

適切に回答した。 

本研究は、十分な症例数で TACE 後肝膿瘍の予防効果を評価した初めての報告であ

り、今後本領域のさらなる発展に寄与するものと評価される。公聴会における質疑も適

切であり参考論文と合わせて学位を授与するに相応しい研究と考える。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに公衆衛生学の進歩に寄与する

ところが大きいと認める。 
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